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論文内容の要旨

二行配線問題は，回路の端子が上下二本の水平線上に並んで、いる配線問題であり， LSI やプリント配

線基板の配線設計自動化に関連して研究されている。特 i乙，使用可能な配線層が一層であり，配線要求

が上水平線上の一つの端子と下水平線上の一つの端子を結線するという形をしており，空端子が存在し

ないという場合の二行配線問題を順列配線問題と呼んでいる。

いくつかの制約のもとでの順列配線がこれまで理論的に研究されており，配線が専有する領域の下界

などが求まっている。特に上部半平面(上水平線の上部領域)を結線に使用しないという制約のもとで

の順列配線が二行配線問題の解法に関連して研究されているo

本論文では， i) 上部半平面を結線に使用しない， ii) 各結線が下水平線と 2 度以上交差しない，と

いうこつの制約を満たすような順列配線が存在するための必要十分条件と線形時間の解法アルゴリズム

を与えている。また，さらに， iii) 下水平線上の隣りあう端子の聞を一本以下の結線しか通過できない，

という制約を付加した場合についても，そのような配線が存在するための必要十分条件と線形時間の解

法アルゴリズムを提案している。

順列配線問題においては，端子は二つの水平線上に並んでいるのであるが，端子が二つの同心円上に

並んだ\円順列配線問題とでも呼ぶべき問題が一般の一層配線問題と関連して研究されている。本論文

で提案したアルゴリズムをくりかえし用いることにより，乙の円順列配線問題をo(n 2) (n は端子対

の個数)の手間で解くことができることを，最後に示している。
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論文の審査結果の要旨

本論文は，電子回路の配線設計自動化 i乙関連する基本問題の一つである順列配線問題をいくつかの制

約のもとで理論的に解明し，効率のよい解法を与えたものである。

本論文で考察されるのは，使用可能な配線層が一層であり，配線要求が上水平線上の一端子と下水平

線上の一端子を結線する形であり，空端子が存在しない場合であり，通常順列配線問題と呼ばれる。本

論文では特に上部半平面(上水平線より上の領域)を配線に利用しないという制限のもとでの順列配線

問題を考察する。

まず，各結線が下水平線と l 回より多くは交差しないという制約を満す順列配線が存在するための必

要十分条件を明らかにし，これを解く線形時間アルゴリズムを与えている。次 i乙，下水平線上の隣り合

った端子聞を 2 本以上の結線が通過できないという制約を満す配線が存在するための必要十分条件を与

え，これを解く線形時間アノレゴリズムを提供している。最後に，端子が 2 つの同心円周上に並ぶ円順列

配線問題を解く自乗時間アルゴリズムを与える。

以上に述べたように，本研究は回路レイアウトに新しい知見を加え，この分野に貢献するところ大で

あり，工学博士の学位を授与するに値すると認める。
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